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論文内容要旨
 ゴb星
目凧
 地域高齢者の運動機能低下予防を目的とした運動は重要であり多くの介入研究が実施されてい
 る。このような運動プログラムを普及させるためには効率が良く高い効果を挙げる運動プログラ
 ムの運営が必要であり,そのためには対象者を体力別に分けて運動指導を行うことが有効である
 と考えられるが検証されてはいない。
目的
 体力レベル別に運動プログラムを実施する体力別運動クラスA・Bと体力レベルの異なるも
 のが混在する従来型の混合型運動クラスCとに無作為に対象者を割付け,それらの有効性の差
 異を検証することを本研究の目的とした。
1
対象
 仙台市宮城野区鶴ヶ谷地区に居住する70歳から84歳までの高齢者2,582名に対してアンケー
 ト調査を実施し,回答の得られた2,059名のうちmotorfitnessscale(MFS)8点以下でかつ,
 1)強度の聴力障害を有するもの,2)強度の視力障害を有するもの,3)強度の移動能力障害を有
 するもの,4)強度の起居動作能力障害を有するもの,5)要介護2以上の介護認定を受けている
 ものの5つの除外基準に当てはまる168名を除外した574名に対し案内を送付し124名が本研究
 に参加した。
方法
 Timedup&gotest(TUGT)の下位4分の1を体力低下者,その他を上位者と定義し,体
 力低下者および上位者をA,B,Cの3グループに無作為に割付けた。3つの運動クラスでは,
 すべて週1回3ヶ月間の運動介入を実施した。ただし,体力別運動クラスAおよびBでは,体
 力上位者と下位者を分け,別々の教室で運動指導を行い,混合型運動クラスCでは,体力上位
 者,下位者を合わせて運動指導を実施した。
結果
 ベースラインにおいて体力別運動クラスA・Bおよび混合型運動クラスCの3群間には男女
 比,BM工,年齢,TUGT,LateralReach(LR),脚伸展パワー体重比,MFSは3群間に有意
 な差を認めなかった。
 一574一
 ドロップアウト者一数は,体力別運動クラスA・Bがそれぞれ3名(9.7%),4名(11.8%),混合
 型運動クラスCは6名(20.0%)で統計学的な差異を認めなかった(P-0.463)。運動介入前後に
 おける3つの運動クラスのGroup×TimeIllteractionは,TUGT(P-0.097),LR(P-0.126),
 脚伸展パワー体重比(P-0.612),MFS(P-0・637)のすべてにおいて有意ではなかった。一方,
 群内の前後比較では,体力別運動クラスAは,TUGT,LR,脚伸展パワー体重比すべてで有意
 な変化がなく,体力別運動クラスBは,TUGT,脚伸展パワー体重比の2項目では有意な変化
 を認めず,LRのみに有意な低下を認めた。一方,混合型運動クラスCでは,脚伸展パワー体重
 比では有意な変化がなかったが,TUGT,LRともに有意な低下を示した。また,MFSはすべ
 ての運動クラスで有意な向上を示した。
結論
 無作為割り付け対照試験において,運動機能前後比較では,混合型運動クラスと比較して体力
 レベル別運動クラスで維持項目が多かったが統計学的に有意な交互作用を認めるには至らなかっ
 た。
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 審査結果の要旨
 本論文は,体力低下がみられる在宅高齢者の介護・転倒予防のための集団運動プログラムの効
 果を効率化するために,参加者を体力レベル別に分けた集団指導が有効かどうかを,従来型の異
 なる体力レベルの参加者が混在する集団運動指導と比較する無作為割付対照試験により明らかに
 しょうとしたものである。
 仙台市丁地区在住高齢者(70～84才)2582名に配布した(回収率79.7%)生活体力質問紙
 (Mo七〇rFitnessScale:MFS)により抽出した体力低下者のうち転倒予防教室参加同意者124名
 を体力別に層別化(上位,下位)したのちに,混合,体力別クラスに無作為に割り付け,3ヶ月
 間週1回の運動プログラム参加の効果を,Timedup&go七es七,Reachtest,MFSで評価した。
 その結果,いずれの群もMFSの改善がみられ,同地区の他の高齢者住民でみられるような運動
 能力低下がみられず,運動指導全体としては効果がみられた。しかし群間に差はみられず,また
 各体力レベルにおいても群間差はなかった。したがって層別化指導は運動指導者の負担軽減につ
 ながる可能性はあるが,運動効果には大きな影響を与えないことが明らかになった。
 本研究は仮説の検証にはいたらなかったが,予防医学分野に重要な知見を加えた。
 よって,本論文は博士(医学)の学位論文として合格と認める。
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